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1 2 3 4
仏教概説１
（学部横断型クラス編成） 0.689 0.301 0.228 0.245
仏教概説１
（授業目的達成度） 0.500 0.479 -0.113 0.052
健康体育１
（学部横断型クラス編成） 0.738 0.233 0.360 0.134
健康体育1
（授業目的達成度） 0.644 0.290 0.075 0.201
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用基礎１
（授業目的達成度） 0.759 0.266 0.108 0.219
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用基礎１
（授業難易度） 0.787 0.159 0.139 0.204
日本語リテラシー１
（授業目的達成度） 0.381 0.806 0.042 -0.090
日本語リテラシー１
（添削課題） 0.299 0.843 0.137 -0.014
外国語
（学習意欲の増大） 0.074 0.710 0.250 0.390
外国語
（授業難易度） 0.165 0.683 0.215 0.293
武蔵野BASIS基礎社会科学
（有用性） 0.257 0.124 0.865 0.057
武蔵野BASIS基礎自然科学
（有用性） 0.248 0.019 0.895 0.022
武蔵野BASIS基礎社会科学
（高校教育との重複性） 0.089 0.210 0.893 0.021
武蔵野BASIS基礎自然科学
（高校教育との重複性） -0.012 0.041 0.829 0.303
基礎ｾﾙﾌﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ
（ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙ） 0.157 0.760 0.044 0.273
基礎ｾﾙﾌﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ
（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ） 0.483 0.110 0.077 0.594
基礎ｾﾙﾌﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ
（学部横断型クラス編成） 0.565 -0.003 0.292 0.564
自己の探求Ⅰ
（学部横断型クラス編成） 0.228 0.134 0.240 0.765
自己の探求Ⅰ
（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ） 0.151 0.229 0.007 0.828

























































































低授業評価群 高授業評価群 低授業評価群 高授業評価群
(a) 仏教概説１
　　（学部横断型クラス編成） 2.83 2.79 0.48 0.52
(b) 仏教概説１
　　（授業目的達成度） 2.80 2.81 0.49 0.48
(ｃ) 健康体育１
　　（学部横断型クラス編成） 2.53 < 2.75 0.47 0.56
(d) 健康体育1
　　（授業目的達成度） 2.74 2.75 0.47 0.55
(e) ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用基礎１
　　（授業目的達成度） 2.79 2.79 0.48 0.49
(f) ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用基礎１
　　（授業難易度） 2.78 2.79 0.48 0.48
(g) 日本語リテラシー１
　　（授業目的達成度） 2.81 2.76 0.50 > 0.45
(h) 日本語リテラシー１
　　（添削課題） 2.75 < 2.81 0.47 0.49
(g) 外国語
　　（学習意欲の増大） 2.69 << 2.82 0.45 << 0.55
(h) 外国語
　　（授業難易度） 2.65 << 2.83 0.45 << 0.55
(i) 武蔵野BASIS基礎社会科学
　　（非有用感） 2.81 2.78 0.47 0.49
(j) 武蔵野BASIS基礎自然科学
　　（非有用感） 2.81 2.78 0.47 0.48
(k) 武蔵野BASIS基礎社会科学
　　（高校教育との重複性） 2.82 2.77 0.47 0.48
(l) 武蔵野BASIS基礎自然科学
　　（高校教育との重複性） 2.81 2.78 0.48 0.48
(m) 基礎ｾﾙﾌﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ
　　（ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙ） 2.72 << 2.84 0.46 0.49
(n) 基礎ｾﾙﾌﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ
　　（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ） 2.70 < 2.80 0.47 0.52
(o) 基礎ｾﾙﾌﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ
　　（学部横断型クラス編成） 2.75 2.80 0.47 0.52
(p) 自己の探求Ⅰ
　　（学部横断型クラス編成） 2.69 2.80 0.47 0.53
(q) 自己の探求Ⅰ
　　（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ） 2.76 2.80 0.46 < 0.53
(r) 武蔵野BASIS総合評価 2.75 << 2.84 0.46 0.48
０～１分野 ２～４分野 ０～１分野 ２～４分野
(s) 基礎ｾﾙﾌﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ



























































の結果を示したものが、表 2-5 である。この表では、相関係数が 0.45 以上と、相対的にかな
り高い相関が確認されたものには、網かけが施してある。また、それに次いで高い相関が観



















日本語リテラシー 　.387** 　.273** 　.303**
英語 　.194** 　.163** 　.181** 　.233**
武蔵野BASIS基礎 　.244** 　.144** 　.193** 　.436** 　.114*
基礎セルフデベロップメント 　.550** 　.429** 　.337** 　.409** 　.372** 　.307**
自己の探求Ⅰ 　.102** 　.166** 　.141** 　.138** 　.055 　.160** 　.205**




　.461** 　.283** 　.267** 　.349** 　.553** 　.159** 　.497** 　.155**
　　　　表注）　** p<0.01,　* p<0.05。


































































は２番目に高い水準を示していた 5) 。このように、表 2-6 の分散（標準偏差）の大きさの順

















人数 1055 1055 1006 1043 597 1033 1048 1061
平均値 3.22 3.20 2.56 2.74 2.92 2.13 2.79 3.14








































































































































科目の「PRACTICAL COMMUNICATION 1-A」、「TOEIC 基礎演習 1-A」と、後期科目の「PRACTICAL 











第３章．武蔵野 BASIS に関する諸特性の空間 












テムとの関係として考えることができる。例えば、フランスの社会学者 P・ブルデュ （ーPierre 
Bourdieu）は、この選好のシステムと位置のシステムとの対応関係について詳細に分析して
いる 1)。 









































均である総合 GPA は、3.5 以上 4.0 以下、3.0 以上 3.5 未満、2.5 以上 3.0 未満、2.0 以上 2.5 未








（ａ）武蔵野 BASIS 科目に関するアンケート項目（42）：「仏教概説 1」：クラス編成賛否（2）、
「仏教概説 1」：理解度（2）、「健康体育 1」：クラス編成賛否（2）、「健康体育 1」：理解度（2）、
「コンピュータ基礎 1」：習熟度（2）、「コンピュータ基礎 1」：難易度（2）、「日本語リテラシ
ー」：習熟度（2）、「日本語リテラシー」：課題の適切さ（2）、「外国語」：学習意欲（2）、「外国
語」：難易度（2）、「武蔵野 BASIS 基礎」：社会科学理解度（2）、「武蔵野 BASIS 基礎」：自然











（ｂ）武蔵野 BASIS 科目の各成績評価と総合 GPA（37）：「仏教概説 1」（4）、「健康体育 1」（4）、















プルと 2010 年度入学生の 1 年間の学業成績データとの対応がとれた全学生数である。 
 
















軸 No. 固有値 寄与率 累積％ 相関係数
第 1 軸 0.132 6.3% 6.3% 0.36 
第 2 軸 0.099 4.8% 11.1% 0.32 
第 3 軸 0.085 4.1% 15.2% 0.29 
第 4 軸 0.066 3.2% 18.4% 0.26 
第 5 軸 0.065 3.1% 21.5% 0.26 
第 6 軸 0.060 2.9% 24.4% 0.24 
 









 ３．３．武蔵野 BASIS に関する諸特性の空間 


































BASIS の各科目の成績と総合 GPA とが低い傾向があり、その反対に「必要がある」と回答
した学生ほど各科目と総合 GPA とが高い傾向にあることがわかる。実際、これらの指標と
「武蔵野 BASIS 基礎」の成績評価をあらわす各変数との類似性をみると、「武蔵野 BASIS
図３－１．武蔵野 BASIS に関する諸特性の空間的布置 
  ［凡例］ 
   ・鎖線の囲み：まとまった選好の集合 
   ・下線部：GPA 
   ・囲み線：学科・専攻、性別 
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 ３．４．武蔵野 BASIS に関する諸特性の空間と学生の属性空間 

























 また、第３軸（横軸）の方向に注目すると、グラフの左側には「学科 B」、「学科 E」、「学
科 H」といった学科が、そして、グラフの右側には「学科 A」、「学科 F」、「学科 C」といっ








































































































も、１年次の武蔵野 BASIS での成績が芳しくないことは、4 年間の総合 GPA の足枷となり、
卒業時に必要な総合 GPA2.0 以上という、本学の卒業基準を達成することが困難な学生を増
加させる可能性もあるのである 10)。 













































1) 特に、Bourdieu, Pierre, 1979, La distinction: Critique sociale du jugement, Paris: Éditions 
de Minuit.（＝1990, 石井洋二郎訳, 『ディスタンクシオン―社会的判断力批判』Ⅰ・Ⅱ, 藤原書
店.）。また、 Bourdieu, Pierre, 1984, Homo Academicus, Paris: Éditions de Minuit.（＝1997, 石








第 4 章の分析を参照して欲しい。 








ては、例えば、林知己夫, 1993, 『数量化―理論と方法』, 朝倉書店、そして、数理社会学会監修, 











































った授業評価の概要を示しておこう 1)。まず、本章で用いる自由記述のデータは 2010 年 12
月に行われた全学的な公式の授業評価でえられたものである。つまり、回答者が大学生とし
て 8 ヶ月程度を経過した時点での記述である。次に、えられた自由記述は 2892 件である。
そのうち、本章で対象とする「武蔵野ＢＡＳＩＳ」対象５科目の記述は 389 件（13.5%）で










科目（自由記述中の略称） 件数 比率 
語学（外国語） 121 31.1% 
基礎セルフディベロップメント（セルフ） 184 47.3% 
仏教概説１（建学） 46 11.8% 
健康体育１（体育） 30 7.7% 
キャリアデザイン（キャリア） 8  2.1% 






















外国語 28.9% 12.4% 58.7% 100.0% 121 
基礎セルフディベロップメント 76.1% 13.6% 10.3% 100.0% 184 
仏教概説１ 17.4% 8.7% 73.9% 100.0% 46 
健康体育１ 6.7% 10.0% 83.3% 100.0% 30 
キャリアデザイン 62.5% 0.0% 37.5% 100.0% 8 
















































































































































































































的意見、中間的意見のすべてを含めて 14.7%（自由記述 389 件中 57 件）みられた。 
これらの記述で指摘されている内容は、第一に、高校までの基礎教養の習熟度の差異や入




























































































































































































































































































6) 林田実・藤井敦「授業評価決定因子の統計的研究」『大学教育学会誌』第 27 巻第 1 号、2005 年、pp.82-92 
7) 本章の分析対象とした「武蔵野ＢＡＳＩＳ」対象科目のうち、「基礎セルフディベロップメント」以
外にも「外国語」で 1 限に設定された科目がみられた。そのなかで、「１限はねむい」（外国語）とい




































































































































































































































































































日文 英米 政経 人間 社福 児童 環境学 都市 薬学 看護
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
(例)
1 上１ケタ［ 1 ］ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
0 上２ケタ［ 0 ］ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1 上３ケタ［　　］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 上４ケタ［　　］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
0 下３ケタ［　　］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 下２ケタ［　　］ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○




4 3 2 1
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
4 3 2 1
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
4 3 2 1
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
4 3 2 1
○ ○ ○ ○































































4 3 2 1
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
4 3 2 1
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
4 3 2 1
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
4 3 2 1
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
4 3 2 1
○ ○ ○ ○
　　ご協力ありがとうございました
武蔵野BASIS（全学共通基礎課程）は有意義であった
９　総合評価
５　外国語（英語／初修外国語）
８　自己の探求Ⅰについて
　
②【自然科学】高校時代に習ったことなので大学で学ぶ必要はなかった
④学部横断のクラス編成はよかった
③グループワークにより他の人の意見を聴くことができてよかった
②ノートのとり方、レポートの書き方、討論の仕方、図書館の活用法など、いくつかのアカデミッ
クスキルを身につけることができた
②グループワークを通して、自分のことが以前より理解できるようになった
①学部横断のクラス編成はよかった
１０　武蔵野BASISへの意見・感想　　　　＊具体的な科目名を挙げてお書きください（設問１～８を参照のこと）
①【自然科学】このような基礎知識が今後どのように役立つのか理解できなかった
６　武蔵野BASIS基礎について
②授業の難易度は適切であった
①今後も外国語の学習をしようとする意欲が高まった
①【社会科学】このような基礎知識が今後どのように役立つのか理解できなかった
②【社会科学】高校時代に習ったことなので大学で学ぶ必要はなかった
①興味を持った学問テーマはいくつありましたか［４：４つ、３：３つ～２つ、２：１つ、１：なし］
７　基礎セルフディベロップメントについて
 
 
